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行
仙
宿
巡
回
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

１
１
月
１
２
日
（
土
） 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
、
松
本
吉
殖
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
大

江
徳
子
、
梶
野
照
雄 

 

７
名 

  

台
風
１
４
、
１
５
号
通
過
後
の
９
月
２
５
日
に
、
行
仙
宿
の
点
検
整
備
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
雨
や
他
の
行
事
が
続
い
て
い
た
た
め
、
約
一
ヶ
月
半
ぶ

り
に
巡
回
整
備
を
行
っ
た
。 

当
初
は
１
３
日
に
実
施
予
定
だ
っ
た
が
、
全
国
的
に
雨
の
予
報
だ
っ
た
た
め
、

急
遽
１
２
日
に
即
応
部
隊
で
の
実
施
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
着
く 

 
 
 

 

鉄
塔
か
ら
尾
根
を
登
る 

 
 

奥
駈
道
に
到
達 

 

午
前
９
時
半
、
登
山
口
に
集
合
し
出
発
。
い
つ
も
の
よ
う
に
故
川
島
前
代
表

の
急
逝
現
場
で
手
を
合
わ
せ
、
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
木
杭
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
背
負
い
行
仙
宿
へ
向
か
う
。 

今
回
大
江
さ
ん
か
ら
竹
ぼ
う
き
２
本
が
寄
贈
さ
れ
、
女
性
陣
が
補
給
路
の
落
ち

葉
を
掃
き
な
が
ら
登
っ
た
。 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
長
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
今
日
の
主
な
作
業
は
現
在
の

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
行
仙
宿
小
屋
迄
の
ル
ー
ト
を
調
査
す
る
こ
と
だ
。 

２
１
番
鉄
塔
か
ら
補
給
路
を
離
れ
、
梶
野
君
が
尾
根
を
真
っ
す
ぐ
上
に
、
沖
崎

が
補
給
路
の
す
ぐ
上
を
、
生
熊
さ
ん
が
そ
の
中
間
を
そ
れ
ぞ
れ
歩
い
て
み
る
。 

３
人
共
始
め
て
足
を
踏
み
入
れ
る
個
所
だ
。 

 
 

 
 

 

補
給
路
の
ク
リ
タ
ケ 

 
 
 

ス
ト
ー
ブ
を
掃
除 

 
 

 
 

 

薪
を
作
る 

こ
の
間
に
は
上
の
硲
、
中
の
硲
、
下
の
硲
と
３
つ
の
谷
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
沢

は
６
０
ｍ
位
上
方
ま
で
続
い
て
い
る
。 

実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、
ガ
レ
場
や
大
き
な
岩
が
行
く
手
を
塞
ぎ
、
横
切
っ
て

レ
ー
ル
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
か
っ
た
。
無
理
に
レ
ー
ル
を
通
し
て

も
落
石
や
倒
木
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 



尾
根
伝
い
に
直
登
す
る
ル
ー
ト
は
、
行
仙
宿
か
ら
北
へ
一
登
り
し
た
奥
駈
道
に

た
ど
り
着
く
の
で
、
小
屋
か
ら
は
離
れ
す
ぎ
て
い
る
。 

今
日
歩
い
て
み
た
限
り
で
は
、
２
１
番
鉄
塔
付
近
ま
で
が
延
長
の
限
界
の
よ
う

だ
。 

 

３
人
が
遅
れ
て
行
仙
宿
に
到
着
す
る
と
、
女
性
陣
は
小
屋
と
お
堂
の
掃
除
を

始
め
て
い
た
。
松
本
君
は
屋
根
に
登
っ
て
煙
突
の
防
水
処
理
作
業
中
だ
っ
た
。 

こ
の
作
業
は
午
後
も
続
け
ら
れ
た
。 

梶
野
君
が
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ワ
ー
を
出
し
て
き
て
、
小
屋
周
り
の
落
ち
葉
を
吹
き

飛
ば
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ワ
ー
は
風
量
が
大
き
く
、
積
も
っ
て
い
た
落
葉
は

み
る
み
る
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。
石
垣
横
の
落
ち
葉
を
吹
き
飛
ば
す
と
、
き
れ

い
な
キ
ノ
コ
が
出
て
き
た
。
後
で
聞
く
と
ク
リ
タ
ケ
と
い
う
キ
ノ
コ
で
、
食
用

に
な
る
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

水
場
は
涸
れ
て
い
た 

 
 

第
２
ベ
ン
チ
上
か
ら 

お
昼
前
に
な
り
昼
食
を
摂
る
。
通
過
す
る
登
山
者
が
数
名
い
た
が
、
小
屋
に
入

っ
て
休
憩
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。 

 

ス
ト
ー
ブ
横
の
箱
に
薪
を
入
れ
て
あ
っ
た
が
、
一
本
も
残
っ
て
い
な
い
。
外

の
薪
棚
の
薪
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
利
用
者
が
結
構
い
た
よ
う
だ
。 

午
後
は
小
屋
南
に
積
ん
で
あ
る
薪
を
薪
棚
に
移
し
た
り
、
新
し
く
薪
造
り
も
し

た
。
発
電
機
が
動
い
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
掃
除
機
で
小
屋
内
を
清
掃
、
ス
ト

ー
ブ
の
灰
も
全
部
出
し
て
き
れ
い
に
し
た
。 

午
後
１
時
半
に
作
業
を
終
え
、
水
場
点
検
に
向
か
う
梶
野
君
を
残
し
て
下
山
し

た
。 

 

水
場
は
ほ
ぼ
涸
れ
て
い
て
、
溜
ま
っ
た
落
葉
で
水
溜
か
ら
は
腐
臭
が
し
て
い

た
そ
う
だ
。
明
日
１
３
日
は
雨
が
降
る
よ
う
な
の
で
、
水
場
の
回
復
が
期
待
で

き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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